
11 月の予定 12 月の予定

1 日 16 月
交通立番、クラ
ブ活動⑦

1 火 交通立番 16 水
通学班会

2 月
交通立番、委員会
活動⑨一斉下校
16:00(～2 月）

17 火 2 水
児童朝会

17 木

3 火 文化の日 18 水 学校朝会 3 木 18 金

4 水
児童朝会、P みずわ
製本会議

19 木 AET 来校 4 金 19 土

5 木 20 金
Ｐ歌声サークル
練習

5 土 20 日

6 金 21 土
子どもの主張発
表大会

6 日 21 月

7 土 22 日 7 月 クラブ活動⑧ 22 火

8 日 23 月 勤労感謝の日 8 火 23 水 天皇誕生日

9 月 振替休業日 24 火 委員会活動⑩ 9 水
学校朝会

24 木
給食終了、終業
式 15:30下校

10 火
体重測定、安全点
検

25 水 児童朝会 10 木 安全点検 25 金
冬季休業

(～1/6)

11 水
学校朝会、 P みず
わ製本会議、Ｐ歌
声サークル練習

26 木 11 金 26 土

12 木 27 金
P 歌声サークル
リハーサル

12 土 27 日

13 金 28 土 13 日 28 月

14 土
音楽フェスティバ
ル（授業日）

29 日 学習発表会 14 月 29 火

15 日 30 月 振替休業日 15 火 交通立番 30 水

※11 月は学校行事による 2 度の振替休業日がありますのでよろしくお願いします。 31 木

１０月を振り返って
校長 片西 登

今年の１０月はさわやかな秋晴れの日が多く、とても過ごしやすい日が長く続いて有り難かったです。

１０月と言えば多くの行事や取組が目白押しで大変忙しい時期でしたが、外での活動が好天の中でできた

ことは特にうれしいことでした。

しかし、そんな中で残念だったことは全国的に猛威をふるっている新型インフルエンザが１０月の下旬頃から

本校にも入り始め、２つの学級で閉鎖を余儀なくされる事態になってしまったことです。新型ですのでだれも免

疫を持っていませんから感染力も強く瞬く間に６名が感染してしまい、その後も少し影響がありました。こういう時

には予防につながることをしっかりと実行する以外になすすべはありませんので、全校体制で徹底したうがい手

洗い、教室の換気を心がけました。今後も冬にかけて流行は続きますので家庭におかれましてもこのことを気に

かけていただくとともに体調が悪い時ほど感染しやすいようですので、しっかりと食べて十分な睡眠をとることもさ

せて下さい。

体育的行事ではマラソン大会や京丹後市の駅伝競走大会がありましたが、多くの保護者の方に応援に来

ていただきありがとうございました。

マラソン大会では多くの子どもが力強い声援を受けて、精一杯力を出し切ることで試走の時よりもさらによい

記録を出すことができ喜んでおりました。夏休みから練習を始めるなど人知れず努力を重ね、満足できる結果

にたどり着いた子、歴代のレコードタイムを塗り替えた子などもありました。

また、駅伝競走の方も６人の児童が２キロ余りを一生懸命走り最後までたすきを繋ぐことができました。

順位は当事者であるみんなが一生懸命取り組んだことに対する結果ですから、そのことについて周りのもの

がとやかく言うことはありません。

しかし６年生自身から、成績についてはちょっと残念だった来年は５年生にもう少しがんばって欲しいとの声が

出たので朝会で以下のような話をしました。

努力をすれば必ずそのことに対する成果はある。しかし、いくら努力してもよい結果に結びつかないことは世の

中には時々ある。最大限の努力については人により感じ方が違うが、自分でもう限界と思うところまでやれたな

ら結果がどうであっても悔いは残らないであろう。

だけどもし、「もう少し努力すればよかったな」と思っている人がいるとしたなら、これからの活動ではそういう悔

いが残らないよう努力をして欲しい。

なぜなら今回でわかったように済んでしまってからでは、もうそのことでは絶対に取り返すことはできないから

だ。

今、君たちの目の前には音楽フェスティバル参加に向けての歌練習がある。みんなで心を合わせ、声を合

わせて美しいハーモニーをつくるのは短期間ではできない。

前に向かって悔いの残らぬよう、しっかりと最後の努力をし続けよう。

学校教育目標 一人一人に確かな学力をつけ豊かな心を育てていく学校

めざす児童像 みんなでつくろう友だちの輪

◇自分の思いを伝えられる子 ◇友だちを大切にできる子 ◇進んで体をきたえる子

家庭や学校での「厳しさ」とは

家庭でも、学校でも、「楽しさ」と「厳しさ」が共存している必要があるとよく言われます。

そこで、今回は、家庭や学校での「厳しさ」について考えてみましょう。「厳しさ」というとよく

混同されるのが、とにかく威圧的で、親や教師の思うようにならないと叱り飛ばすというような

「怖さ」です。「怖さ」は、親や教師側の都合です。とにかく親や教師のやりやすいように進める

ため、子どもの思いはそっちのけで、ただただ押さえつけるイメージです。しかし、家庭や学校

での「厳しさ」は、それとは一線を画しています。決めたことを妥協しないでやりきらせる「厳

しさ」、つまり子どもにとって生活や学習上必要なことを指導しきる（躾ける）「厳しさ」をさし

ていると考えることができるでしょう。そこには、子どもの側に立って、させきることが子ども

たちの成長や発達のためという信念がないと成り立ちません。厳しくしたら、子どもたちに嫌わ

れるのではという不安もあるかもしれませんが、どうして厳しく指導しているのかを子どもにき

ちんと理解させながら、厳しさだけでなく、楽しさも併せて家庭や学校の中に育てていけば、そ

の不安はきっと解消されることでしょう。

今した注意や叱責が誰のためにしているものなのか、親や教師は常に自問自答してみる必要が

あるでしょうね。
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自分の公約を堂々とみんなに伝えた立会演

説会の後、４年生以上の投票による選挙が行

われました。その結果以下の人が後期児童会

本部役員に選ばれました。公約の実現に向け、

みんなと協力してがんばってください。期待

しています。

◇会長 足立 有香さん（６年） ◇副会長 柴野 颯平くん（５年）

◇議長 吉岡 克弥くん（６年） ◇書記 森 智美さん（６年）

雨や行事関係で伸びていた、子どもたちと先生方の球技大会(サッカー)を実施しました。5,6 年の

男子と男性教職員の対戦を多くの子どもたちや先生方の応援の中で行い、教職員チームが貫録を見

せ、2 対０で勝利を収めました。

教職員も子どもたちも、みんなが笑顔の中

でボールを追いかけ、気持ちよい汗をグラン

ドで流すことができました。こうした取組を

通して、先生方と子どもたちの交流と外遊び

が広がることになれば、うれしいです。

たんぽぽ ふれあい交流会では、積極的にみんなが参加していたと聞いたよ。やる気出ていてと

てもいいね。マラソン大会もしっかり走りきれていたね。

１ 年 初めての作品展に向けて、生き生きした表情の絵をみんな根気強く描くことができてい

たね。１年生のやる気が絵に表れたすてきな作品になったね。

２ 年 音楽フェスティバルに向けて練習する高学年の歌を聴いて、励ましの感想を書いてくれ

たね。高学年も指導する先生方も喜んでくれていたよ。ありがとう。

３ 年 マラソン大会でみんな最後までしっかりと走りきっていたね。がんばろうとする気持ち

がとてもよく見えるようになっているよ。祖父母参観での交流も積極的でよかったよ。

４ 年 社会見学では、上級生らしい行動と見学場所でのメモをがんばっていたんだね。見学の

マナーもよかったと聞いてるよ。マラソン大会でも多くの人が自己ベストを出せたよ。

５ 年 駅伝に向けての取組では、６年と一緒に試走したり、走っている人の応援に出たり協力

をしてくれました。来年の最高学年に向け、意識が高まってきているよ。

６ 年 西ブロックの陸上記録会では、練習の成果を発揮して選択種目で好成績を多く出しまし

た。後期児童会選挙では、はっきりとわかりやすく自分の公約を演説できていたよ。

学校全体で 音楽フェスティバル出演に向け、子どもたちも先生方も一丸となって練習に取り組

んでいます。毎日子どもたちの今日の練習でのがんばりを黒板に掲示しながら、意欲を持

続して取組が進んでいます。日に日にすてきな歌声になってきているよ。みんなの意欲で

音楽フェスティバルを佐濃小にとって一番大きな「かがやき」の場にしよう!!

保護者・家族の皆さん 祖父母参観では大変多くのおじいさん、おばあさんに参観と交流に参加

してもらいました。ありがとうございます。またマラソン大会、駅伝、陸上記録会への保

護者の皆さんの応援も、忙しい中ありがとうございました。行事等での参加率は本当に素

晴らしいものがあります。

地域の皆さん 岡田姫奈さん・悠里さんのおばあさん、内垣玲奈さん・佑哉君のおばあさん、野

村桃愛・舞衣さんのおばあさん、いつも学校にお花をいただきありがとうございます。ま

た山本遥規くんのおばあさんには、ぞうきんをたくさんいただきました。本当にありがと

うございます。

10 月 2 日に、6 年生の西ブロック(久美浜町)陸上記録会が、佐濃小学校を会場に実施されまし

た。途中から雨が強く降り出し、全員１００m は走りきりましたが、選択種目は実施できず、後

日、各校で記録を取るという変則実施となりました。選択種目では、男女とも 3 位以内に入る子

も多く出るなど、自分の得意種目でしっかりと力を出し切ってくれました。

・50mH 男子 清水一平くん(9 秒 2 2 位タイ) ・800m 男子 田中直樹くん(2 分 51 秒 3 位)

・ボール投げ男子 石橋 黎くん(38.92m 2 位)

・ボール投げ女子 森 智美さん(36.51m 1 位)、野村瑞穂さん(33.05m 3 位)

・走り高跳び女子 奥田沙季さん(121cm 2 位)、足立有香(109cm 3 位タイ)

また、10 月 24 日には、京丹後市小学校駅伝競走大会が途中ヶ丘グ

ランドで実施されました。当日は体調不良やけがのため走るのに不安

を抱える人もいましたが、代表として走ったみんなは、自己ベストで

走りきった子も出るなど、自分の持てる力を精一杯出し、たすきを最

後までつなぎました。順位は思うように上がらなかったかもしれませ

んが、がんばったという実感が持てた人がいたことは、次の取組等に

つながると思います。応援していただいた保護者の皆さん、子どもた

ち、ありがとうございました。

10 月 14 日、晴天の下で校内マラソン大会が実施されました。どの子

も自分の記録の更新をめざして一生懸命走りきることができたのは、大

変素晴らしいことです。中でも４年の山本裕司君が、これまでの中学年

コースの歴代記録を２６秒も縮める７分３７秒という新記録を出しま

した。

当日は、保護者の皆さんや地域の方々にも大変大きな声援をいただ

きました。本当にありがとうございました。


